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電池切れです

パナソニック製住宅用火災警報器には、専用リチウム電池の電池電圧が
低下した場合、自動的に電池切れをお知らせする「電池切れ検出機能」があります。

〈ブザータイプ〉 〈音声タイプ〉

電池切れ警報音が鳴り、作動灯（赤）が点滅して電池切れをお知らせします。

10年
住宅用火災警報器は

住宅用火災警報器は、古くなると
電子部品の寿命や電池切れなどで

火災を感知しない恐れがあります。
（一般社団法人 日本火災報知機工業会より）

一般社団法人 
日本火災報知機工業会も
10年での取替えを
推奨しています。

設置後

設置して

約10年が
交換の目安です

が交換の目安です！約

この音が鳴ったら
交換時期です
〈当社ブザータイプの場合〉
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電池切れに

電子部品の
寿命で

なると

故障すると

※2※4

※3※4

※2）約8秒ごとに「ピッ」または「ピッピッピッ」と鳴ります。　※3）「ピッ 電池切れです」の後、約40秒ごとに「ピッ」と1時間鳴ります。（約1時間ごとに音声メッセージが流れ、同じ動作を繰り返します。）　
※4）電池が切れるまで約1週間鳴り続けます。
注）電池切れ警報動作は製品により異なります。詳しくは取扱説明書をご覧ください。

※1）東京都では全国に先駆けて、平成16年10月1日から火災予防条例により、住宅用火災警報器の設置が義務化されました。

設置義務化
時期

（全国）
平成18年6月1日 交換時期

（目安） 平成28年～※1



2

万が一に備えて

お取替えは、家中にすばやくお知らせする“連動型”をおすすめします。

電池切れや故障している
住宅用火災警報器を使用し続けると、
いざ火災が発生した場合に正常に作動せず、
火災の発見が遅れて大切な家族の命や
財産を失う可能性があります。

早めの取替えをおすすめします！

3頁へ

・・・

住宅火災による犠牲者を減らすために、消防法が改正され、全国一律に住宅用火災警報器の設置が義務づけられました。
（平成16年6月2日公布・法律第65号、平成16年10月27日公布・政令第324号・第325号、平成16年11月26日公布・総務省令第138号）

注）記載場所は、メーカーや製品により異なります。

■設置したときに記入した
　「設置年月」を確認

■本体に記載されている
　「製造年月日」を確認

本体側面 本体裏面

または

まずは、設置時期を確認しましょう！

平成16年
10月1日

平成18年
6月1日

平成20年
5月31日

平成23年
5月31日

※既存住宅への設置は各市町村条例により、原則として平成20年5月31日、遅くとも平成23年5月31日までを期限として、設置の完了期日が定められています。

平成26年
10月

平成28年
6月

新築（東京都以外）
既築（東京都以外）

施行 取替え時期を
ご確認ください

設置して設置して

約1010年が
交換の目安です交換の目安です

設置して

約10年が
交換の目安です 取替え時期をご確認ください東京都 施行

既存住宅への設置完了期日は
市町村条例によって定められます※

《住宅用火災警報器の『設置義務化時期』と『取替え時期の目安』 》

いざという時のために、定期的に作動確認し音を聞きましょう！

正常な場合は？ 音が鳴らない場合は？
正常をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。 電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。

●火災警報器の種類によって、細かい注意点が異なります。製品に附属している取扱説明書を必ずご覧ください。
●お手入れや作動確認は、高所での作業となり、転倒や落下などの危険があります。
　安定した足場を確保して、作業を行ってください。
●捨てる際は、本体と電池を別にして捨てましょう。お住まいの各自治体が定める条例に従って廃棄してください。

ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をします。　●定期的に家族で火災時の警報音を確認しましょう。

ピピ、
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ピーピーピー
火事です ・・・ シーン

●それでも鳴らない場合は、完全に電池が切れているか、
　商品が故障している可能性があります。取扱説明書をご覧ください。注）警報音はメーカーや製品により異なります。

ご注意

電池切れや故障している住宅用火災警報器を使用し続けると、いざ火災が発生した場合に正常に作動せず、
火災の発見が遅れて大切な家族の命や財産を失う可能性があります。

〈ブザータイプ〉 〈音声タイプ〉

住宅用火災警報器のお手入れ方法を
動画でご覧いただけます。
（電池切れ警報音などが確認できます）
※データ通信料はお客様のご負担となります。


